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The Effects of the Kendo Cla  that set Tactical Tasks for Attack and D fense







受理日　平成 30 年 1 月 27 日
一般論文
1.  はじめに
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2. 2.  時期
　2016 年 10 月下旬から 11 月下旬にかけての全 9 時
間
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2. 5.  授業の評価












像から、｢一本打ち｣ および ｢受け｣ の出現頻度を記
録し、また打突に関しては ｢有効打突｣ の本数も計測
して、技能の高まりについて考察した。








　単元の前半（第 4 時）と後半（第 8 時）の計 2 回「攻
撃の道筋シート」を活用することで、単元の中での生
徒の思考力及び判断力の変化についても見ていく。












3. 1.  形成的授業評価
　表 2 は、1 時間目から 9 時間目までの形成的授業評
価の結果を示したものである。形成的授業評価では、
各項目の平均点を評価基準に照らして 1 〜 5 の評定に
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向にあり、1 時間目の最も低い 1 と 4 時間目には 2 が










































果、｢楽しさの体験｣ や ｢精一杯の運動｣ の次元に影
響を与え、今回の評価に繋がったと考えられる。
3. 2.  試合教材における技のデータ分析
3. 2. 1.  一本打ちの出現頻度










　単元 3 時間目の男子生徒 3 名において面の合計は
29 本で、そのうち有効打突は 3 本であった。女子生
徒 3 名における面の合計は 16 本で、そのうち有効打
突は 0 本であった。次に、胴において男子生徒の合計
は 15 本、そのうち有効打突は 2 本であった。女子生
徒においては、合計は 11 本で有効打突は 0 本であっ
た。同様に 9 時間目の試合を見ると、抽出男子の面は
5 本打突し、そのうち有効打突は 5 本であった。女子
生徒では、8 本の面を打突し、1 本が有効打突であった。
胴打ちにおいては、男子生徒は 5 本打突し、そのうち
㻝 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢 㻣 㻤 㻥
㻞㻚㻝㻢 㻞㻚㻜㻥 㻞㻚㻝㻥 㻞㻚㻜㻠 㻞㻚㻝㻜 㻞㻚㻝㻟 㻞㻚㻞㻞 㻞㻚㻞㻞 㻞㻚㻞㻣
㻟 㻞 㻟 㻞 㻞 㻞 㻟 㻟 㻟
㻞㻚㻟㻜 㻞㻚㻢㻜 㻞㻚㻡㻢 㻞㻚㻡㻜 㻞㻚㻡㻟 㻞㻚㻡㻜 㻞㻚㻡㻜 㻞㻚㻢㻟 㻞㻚㻢㻢
㻝 㻟 㻞 㻞 㻞 㻞 㻞 㻟 㻟
㻞㻚㻜㻟 㻞㻚㻟㻟 㻞㻚㻟㻠 㻞㻚㻞㻣 㻞㻚㻟㻠 㻞㻚㻠㻝 㻞㻚㻠㻜 㻞㻚㻠㻜 㻞㻚㻡㻤
㻝 㻟 㻟 㻞 㻟 㻟 㻟 㻟 㻠
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打撃 有効 打撃 有効
上位 㻡 㻞 㻞 㻞
中位 㻝㻤 㻝 㻝 㻝
下位 㻢 㻜 㻞 㻞
小計 㻞㻥 㻟 㻡 㻡
上位 㻢 㻜 㻝 㻜
中位 㻡 㻜 㻟 㻝
下位 㻡 㻜 㻠 㻜
小計 㻝㻢 㻜 㻤 㻝
㻠㻡 㻟 㻝㻟 㻢
上位 㻟 㻝 㻟 㻝
中位 㻣 㻝 㻝 㻜
下位 㻡 㻜 㻝 㻜
小計 㻝㻡 㻞 㻡 㻝
上位 㻟 㻜 㻟 㻞
中位 㻠 㻜 㻝 㻜
下位 㻠 㻜 㻜 㻜
小計 㻝㻝 㻜 㻠 㻞
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3. 2. 1.  受けの出現頻度
　表 4 は、単元 3 時間目と 9 時間目に行った攻防交代
型試合における受けの出現頻度である。
　単元 3 時間目において、面の受けは男子生徒 3 名で
計 18 本、女子生徒 3 名で計 14 本出現した。また胴の
受けでは、男子生徒 2 名で計 9 本、女子生徒 3 名で計
8 本出現した。それに対し単元 9 時間目では、面の受
けが男子生徒 2 名で計 10 本、女子生徒 2 名で計 8 本
であった。胴の受けに関しては、男子生徒3名で計4本、
女子生徒 2 名で計 5 本であった。
　受けの技能の場合、単元 3 時間目と単元 9 時間目を
比べると、下位の男子生徒と中位の女子生徒を除いて
概ね減少していた。また、受けの本数が 0 本の生徒が





























3. 3.  出現した技の種類について
3. 3. 1.  攻撃の道筋シート




　4 時間目で記入された技は、1 班と 2 班が ｢打突に
よって隙を作る｣ の戦術による ｢面胴｣ の連続技で、
3 班も同様に連続技の ｢胴面｣ であった。4 班は、｢相
手の竹刀に触れずに隙を作る｣ 戦術を用いた ｢面フェ
イント胴｣ であり、どの班も戦術数は 1 つであった。
8 時間目では、1 班が ｢相手の竹刀に触れて隙を作る｣
から ｢相手の竹刀に触れずに隙を作る｣ に繋げる ｢払
い面フェイント胴｣ であり、2 班は戦術 ｢相手の竹刀
に触れて隙を作る｣ による ｢払い面｣、3 班は ｢打突
によって隙を作る｣ の一つである ｢面胴｣、4 班が ｢
相手の竹刀に触れずに隙を作る｣ から ｢打撃によって
隙を作る｣ に繋げる ｢胴フェイント面胴｣ と記入して
いた。8 時間目では、戦術を二つ組み込んだ道筋を立
てていたり、素早さを強調して記入する班も見られた。
3. 3. 2.  班毎に出現した技について
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のである。4 つの班のうち、3 つの班では ｢攻撃の道
筋シート｣で書いた技が実際の試合でも使われていた。
さらに、今回の実践で確認できた 23 種類の技のうち、
1 班と 4 班は 15 種類もの技を試合では使っていた。
一方で、3 班では、メンバーの誰からも ｢面胴｣ を確
認することは出来なかったが、さらに ｢相手の竹刀に
































　班毎の技については、1 班と 4 班が 15 種類もの技
を攻防の中で繰り出していた。これらの班は、練習中
に多くの戦術を組み合わせて工夫しており、さらに ｢





















　例えば、1 班の ｢攻撃の道筋シート｣ は、｢竹刀に
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｢面胴｣ を発展させた ｢払い面胴｣ や理屈が似ている
「面フェイント胴」、それを発展させた ｢払い面フェイ
ント胴｣ などがある。4 班も 1 班と同様に関連する技






3. 4.  運動有能感について
　表 8 は、対象者 16 名の単元前後における運動有能
感の測定結果及び対応のある t 検定により有意差検定
を行なった結果である。身体的有能さの認知について
は、単元前の 2.52（± 0.99）から単元後の 2.50（± 0.84）
と 0.02 点の低下が見られた。統制感については、単
元前の 3.66（± 0.89）から単元後の 3.86（± 0.84）と
0.2 点の向上が見られた。受容感については、単元前
の 3.61（± 1.06）から単元後の 3.88（± 0.68）と 0.27
点の向上が見られた。上記の 3 つの因子の合計からな
る運動有能感については、単元前の 3.26（± 0.83）か
ら単元後の 3.41（± 0.59）と 0.15 点の向上が見られた。
しかしながら、すべての因子において有意差は見られ
なかった。




　統制感では、単元前 4.11（± 0.52）から単元後の 4.46
（± 0.59）と 0.35 点の向上が見られ 5% 水準で有意差
が認められた。その他の因子については、得点は向上
しているものの有意差は認められなかった。
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3. 5.  自由記述について




り足が難しい｣ などの ｢体さばき｣ に関する記述が最
も多かった。2 時間目は、｢面を着けるのが難しかっ
た｣ などの ｢剣道具｣ に関する記述が多かった。3 時
間目以降は ｢試合｣ ｢戦術｣ に関す 記述が多く見
られた。
　1 時間目において最も多く記述された ｢体さばき｣










材に取り組んでいたので、単元終了まで ｢試合｣ と ｢


























第1時 第2時 第3時 第4時 第5時 第6時 第7時 第8時 第9時
剣道具 㻞 㻥 㻠 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜
体さばき 㻣 㻝 㻞 㻞 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜
プラスのこと 㻠 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻟
試合 㻜 㻜 㻥 㻠 㻣 㻞 㻡 㻟 㻥
打突 㻜 㻟 㻝 㻞 㻞 㻞 㻜 㻟 㻜
受け 㻜 㻝 㻝 㻜 㻠 㻜 㻜 㻜 㻝
分かったこと 㻠 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝
マイナスのこと 㻜 㻝 㻜 㻝 㻜 㻝 㻜 㻝 㻜
戦術 㻜 㻜 㻝 㻢 㻡 㻝㻜 㻝㻞 㻝㻜 㻠
友だち 㻜 㻜 㻝 㻝 㻜 㻞 㻟 㻜 㻝













第1時 第2時 第3時 5時 第6時 第7時 第8時 第9時
剣道具 㻞 㻥 㻠 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻜
体さばき 㻣 㻝 㻞 㻞 㻝 㻜 㻜 㻜 㻜
プラスのこと 㻠 㻞 㻜 㻜 㻜 㻜 㻝 㻜 㻟
試合 㻜 㻜 㻥 㻠 㻣 㻞 㻡 㻟 㻥
打突 㻜 㻟 㻝 㻞 㻞 㻞 㻜 㻟 㻜
受け 㻜 㻝 㻝 㻜 㻠 㻜 㻜 㻜 㻝
分かったこと 㻠 㻜 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝
マイナスのこと 㻜 㻝 㻜 㻜 㻝 㻜 㻝 㻜
戦術 㻜 㻜 㻝 㻢 㻡 㻝㻜 㻝㻞 㻝㻜 㻠
友だち 㻜 㻜 㻝 㻝 㻜 㻞 㻟 㻜 㻝
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